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１ 取組の内容 
（１）フリーマーケット等の開催 
家庭で使わなくなった不用品の有効利用を進めるとともに、不用品の再使用

等に対する県民の関心を高めるため、フリーマーケットやバザーなど住民自身

が気軽に参加できる不用品の再使用のための取組を県内各で積極的に展開しま

す。 

 
《取組事例》 
◆特定非営利活動法人ＭＦＡの取組 
【取組主体】特定非営利活動法人ＭＦＡ 

【概要】四日市市を拠点に、市、事業者、商店街等と連携しながらフリーマーケットを開催

している。なかでも四日市ドームで開催する「フリーマーケット in四日市ドーム」は県内

最大級のフリーマーケットで、７００ブース、来場者１万名を超える一大イベントとして、

年３回程度開催され、地域に定着した感がある。 

ＭＦＡでは、誰でも簡単に出店できるよう、ホームページからいつでも申し込めるよう

にする一方、出店者が偏ったり、固定化しないよう会員制を廃止し、ＤＭ等による出店案

内や過去の出店者への優遇措置は設けず、出店は先着順となっているため、毎回、新規出

店者が多くなっている。 

なお、来場者の多い「フリーマーケット in四日市ドーム」では、スタッフによる分別指

導やデポジットコーナーの設置など、ごみの減量・リサイクルに係る啓発にも努めている。 

 
（２）不用品リサイクル情報の提供及び利用促進の仕組みづくり 
家庭で使わなくなった不用品の有効利用をより効率的、広域的に進めるため、

市町村の広報やホームページ等を通じて不用品のリユースやリサイクルに関す

る情報を広く提供するとともに、譲りたい物がある人と譲って欲しい物がある

人双方のニーズを上手くマッチさせることができる情報交換の仕組みづくりな

どに取り組みます。 

 役    割 

市町村 フリーマーケット等の開催、会場提供等の支援、開催等に係る情

報提供 
県 不用品の有効利用に係る啓発、会場提供等の支援 
住民 フリーマーケット等の活用（出店及び中古品の購入・使用） 
事業者 会場提供等の支援 
NPO・団体 フリーマーケット等の開催・出展 

 役    割 
市町村 不用品のリサイクルに関する情報提供、情報交換の仕組みづくり 
県  － 
住民 不用品の提供及び活用 
事業者 不用品のリサイクルに関する取組への協力 
NPO・団体 不用品のリサイクルに関する情報提供、情報交換のしくみづくり 

※「基本取組」の評価について 資料７ 

リユース（再使用）の推進 

不用品の再使用の推進 
基本取組３－１ 

基本方向３ 
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《取組事例》 
◆津市の不用品リサイクル情報の取組 
【取組主体】津市 

   【概要】津市では、市のホームページを通して「不用品リサイクル情報」を提供し、ベビー 

     用品、家具、機械器具等様々な不用品交換の場を設けている。システムの利用者はホーム    

     ページから譲りたい物や譲って欲しい物を登録すればよく、市民交流課が橋渡しの役割を 

     果たしている。 

 
（３）不用品再使用のための修理、リフォーム等の推進 
リサイクルプラザなど不用品のリサイクル等を推進するための公共施設において、

修理教室、リフォーム教室等の開催やリサイクル関係情報の収集・発信を行うとと

もに、粗大ゴミとして収集した家具やおもちゃ等を修理・再生し販売するなど、リ

サイクルの実践活動を進めます。 

 
《取組事例》 
◆伊勢市広域リサイクルプラザの取組 
【取組主体】伊勢市広域環境組合（伊勢市広域リサイクルプラザ） 

   【概要】伊勢市広域リサイクルプラザでは、不用品の修理・販売により、再使用を進めると 

   ともに､再使用、再生利用に係る様々なイベントや教室を開催し、地域住民への啓発にも 

   努めている。 

 

（４）リサイクルショップ等の活用 
家庭で使わなくなった家具等を修理、再生のうえ、商品として安価で提供する

リサイクルショップ等の活用を進めます。 

 
《取組事例》 
◆日永カヨーの取組 
【取組主体】日永カヨー 

   【概要】日永カヨーでは、ショッピングセンター内にリサイクルショップ「ハル」を設け、 

  環境貢献の一環としてリサイクル・リユース事業を手がけている。 

 

◆ひの市民リサイクルショップ「回転市場」 

【取組主体】市民団体「回転市場」 

【概要】市民から無償提供された中古衣類等の販売を通して「ものの大切さ」など生活の

 役    割 
市町村 修理教室、リフォーム教室の実施、不用品の修理・販売 
県  － 
住民 修理教室、リフォーム教室への参加、再生品等の購入 
事業者  － 
NPO・団体 修理教室、リフォーム教室等の実施 

 役    割 

市町村 リサイクルショップ認定制度等利用促進のための仕組みづくり、

リサイクルショップに関する情報発信 

県 リサイクルショップ認定制度等利用促進のための仕組みづくり、

リサイクルショップに関する情報発信 
住民 リサイクルショップ等の活用 
事業者 リサイクルショップの運営 
NPO・団体 リサイクルショップの運営 
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見直しを普及する市民団体自らの取組。 

平成 4年 7月 9日消費者運動連絡会の事業として設立され、平成 13 年から「回転市場」

として独立し、現在のスタッフは 43 名で年間 240 日程度営業している。 

取扱い品目は、①中古衣類、②食器他日用雑貨品、

③古本、④石鹸製品及び⑤市リサイクル事務所から

の本箱、椅子などのリサイクル品であり、①～③に

ついては、市民から無償提供されている。販売単価

は50円～400円程度と非常にリーズナブルであり、

30 代の主婦層を中心に利用されている。 

【進捗等】平成 13 年度の売上げ金は約 760 万円、売上げ

点数 45,000 点と市民に有効に利用されている。回

転市場では、中古衣類などの販売・回収を通じて、

これまでの「使い捨てのくらし」から、「物を大切

にするくらし」「ごみを買わないくらし」「ごみを

出さないくらし」に変えていこうと呼びかけている。 

 また、売上金の一部を利用し、「ごみの旅」や「21

世紀の地球」などの環境啓発冊子を作成し、小学校

や市民に配付している。 

 
２ 目標達成への貢献度 
○ 複数人の利用により製品の長寿命化が実現し、ごみの排出抑制効果が得られる。 

○ 平成 14 年度の総ごみ処理量（約 79 万トン）のうち、粗大ごみは約 1万トンで

ある（約 1.3％）。この比率をそのまま排出抑制効果の最大値として採用するこ

とは無理であるが、１つの目安と考えることはできる。 

 

３ 問題点・課題等 
◆ リユース品のイメージアップ 

 フリーマーケットの実践者・参加者といった一部の感心層とは異なり、一般の市民のリユース
品に対するイメージは、「品質に不安」「清潔感に疑問」「品ぞろえが少ない」である。 

 より一層の利用者拡大を図るためには、フリーマーケット実践者間の連携や、企業ＯＢなどの
技術者などの参加などにより、種々のイメージアップを図る必要がある。また、これらのイメージ

は想像に因るものもあると考えられるため、まずはイベント会場へ足を運んでもらえるような積

極的なＰＲも必要である。 

 

４ 導入に関する総合評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

評価A 

B 

C 

ヒト 

カネ 

モノ情報 

 

 ヒト：フリーマケットの実践者・参加者は、フリーマケットを通じたコミュ
ニケーションやネットワークの拡大を楽しんでいる。従来の我慢型や

義務・正義感のリサイクルではない、楽しみ追求型の実践者は、３Ｒ

推進のために求められる地域リーダーの１つのかたちともいえる。 

 モノ：商品の長寿命化による排出抑制効果が得られる。一方、リユ
ース品の「品質への不安」といった点も指摘されているため、この点

のフォローは必要である。 

 カネ：処理費用がかからないことはもちろん、消費者にとっての出費
も大幅に抑えられる。 

 情報：一般市民にはリユース品に対するマイナスイメージがあり、こ
れを払拭するための体制づくりと情報発信が必要となる。さらに、開

催案内や出展者や購入者の体験談など興味を引くＰＲもより一層充

実させる必要がある。 
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 2005 2006 2007～2010 2011～2015 2016～2025

（１） ○○○○○      
（２） ■■■■      
（３） △△△△△△      
（４）       

 
 
 




















